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条 幅 規 定 参 考 手 本　　― 2 月末日 締切 ―
 

〈 

隷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

吉　

田　

成　

美　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
梅
花
隔
水
香
撩
客　

野
鳥
穿
林
語
喚
人
」

□
布ふ

衾き
ん

絮じ
ょ

薄
く
脚
を
伸
ば
す
に
堪た

え
た
り
、　

紙し

帳ち
ょ
う花
寒
く
趺あ
ぐ
らを
結
ば
ず
。（
不　
　

詳
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 2 月末日 締切 ―

井
之
上　

南　

岳　

先
生
書

　

布
の
寝
具
の
綿
は
薄
い
が
脚
を
伸
ば
し
て
安
心
し
て
眠
ら
れ
る
、
紙
帳
は
花
を
暖
か
く
す
る
に
足
ら
ず
趺ふ

坐ざ

に
堪
へ
ぬ
。
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 2 月末日 締切 ―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　

先
生
書

山　

本　

飛　

雲　
先
生
臨

□ 

冬
く
佐さ

の　

か
れ
尓に

し
人
の　

い
万ま

さ
羅ら

二に　

雪
布ふ

三み

わ
遣け

て　

三み

盈え

む
裳も

農の

か
者は　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
六
八
一　

曾
禰
好
忠
≫

　

  

冬
草
の　

か
れ
に
し
人
の　

い
ま
さ
ら
に　

雪
ふ
み
わ
け
て　

見
え
む
も
の
か
は

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
温
彦
博
碑�

損
益
之
義
皆
出
於
仁
厚
違
規
矩
抂
尋
尺
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条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 2 月末日 締切 ―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
縦・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

黒
む
ら
さ
き
の
（
抄
）
草
野
心
平
の
詩　
　

黒
む
ら
さ
き
の
尨ぼ
う

漠ば
く

の
な
か
に
沈
む
夜
明
け
の
富
士
の
色
づ
く
白
磁

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

清　原　大　龍 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

白
鳥
の　

ひ
そ
め
る
如
し　

初
日
記

　
我
楽
の
句

	

令
和
二
年
も
、
は
や
一
か
月
。
新
年
の
誓
い

に
日
記
な
ど
始
め
た
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
何
年
後
か
に
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
続

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 2 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 2 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
倹
た
る
者
は
心
常
に
富
む
（
化
書
）

　

つ
つ
ま
し
や
か
な
者
の
心
は
、
常
に
ゆ
た
か
で
あ
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
虫
鳴
桑
葉
飛
」
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 2 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
倹
た
る
者
は
心
常
に
富
む
（
化
書
）

　

つ
つ
ま
し
や
か
な
者
の
心
は
、
常
に
ゆ
た
か
で
あ
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
虫
鳴
桑
葉
飛
」

半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

秋　永　春　霞  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

□
重ち

ょ
う
こ
う
せ
い

厚
堅
正　
（
鄭
珣
瑜
）　

お
も
お
も
し
く
し
て
手
厚
く
堅
く
正
し
い
。
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

線
の
強
さ
を
中
庸
に
と
り
な
が
ら
、
明
る
く
清
純
な
風
趣
に
心
が
け
よ
う
。

「
仁
厚
違
規
」

▽
温
彦
博
碑

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

冬
く
佐
の　

可か

れ
耳に

志し

人
農の　

い
万ま

散さ

ら
二に　

雪
ふ
み
わ
遣け

て　

三み

盈え

む
も
の
可か

盤は

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

冬
草
の　

か
れ
に
し
人
の　

い
ま
さ
ら
に　

雪
ふ
み
わ
け
て　

見
え
む
も
の
か
は
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

大　坪　桂　子  先 生 書

≪
手
紙
文
≫　
立
春
の
前
日
は
節
分
で
す　

夜
に
な
る
と
家
の
戸
を
開
け
大
き
な
声
で
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
言
い
な
が
ら
煎
っ
た

大
豆
を
勢
い
よ
く
撒
い
て
邪
気
を
払
い
福
を
呼
び
込
み
ま
し
た　

そ
の
後
年
齢
よ
り
一
粒
多
く
食
べ
ま
し
た
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

兵　頭　白　慧  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 2 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

坂

元

紫

香  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 2 月末日 締切 ―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 2 月末日 締切 ―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 2 月末日 締切 ―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
ひ　
　

な
」

□
う
で
を
大
き
く
う
ご
か
し
て
、
の
び
や
か
に
、
元
気
よ
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
書
き
始
め
は
、
筆
に
し
っ
か
り
と
墨す
み

を
ふ
く
ま
せ
て
、
ほ
先
を
き
れ
い
に
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「　

三　

」

小
学
三
年

次
号
予
告
「
美
し
い
心
」

□
文
字
の
配
置
に
注
意
し
な
が
ら
、二
・
三
画
目
の
〝
左
ハ
ラ
イ
〟
は
平
行
に
し
、安
定
感
の
あ
る
作
品
に
し
よ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
「
知
」は
部
分
の
組
み
立
て
方
に
注
意
し
、「
る
」は
横
結
び
の
筆
使
い
に
注
意
し
て
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
流
れ
る
星
」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 2 月末日 締切 ―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
進
む
勇
気
」

□
「
近
」は
〝
し
ん
に
ょ
う
〟
を
伸
び
や
か
に
。「
春
」
は
横
画
三
本
の
長
さ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
五
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、「
旅
」
や
「
朝
」
は
少
し
た
て
長
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
号
予
告
「　

夢　

」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
不
言
実
行
」（
行
書
）

□
文
字
の
中
心
や
配
置
に
注
意
し
て
、
元
気
よ
く
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
漢
字
と
平
仮
名
の
調
和
を
意
識
し
て
、
筆
脈
や
筆
圧
の
変
化
、
流
れ
を
確
か
め
な
が
ら
書
こ
う
。

次
号
予
告「
変
わ
ら
ぬ
友
情
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
2

月
末

日
締

切
―

とめるとめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

いちばん　ながく　かく　よこせんのうち

いちばんながい

糸車（いとぐるま） 　目玉（めだま）

小学一年



18

学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
2

月
末

日
締

切
―

とめる上の　よこせんより　みじかいとめる

上の　よこせんより　長い
（とお）

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

はねる右上に はらうとめる

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
2

月
末

日
締

切
―

ななめにうつ上の横画より長い上にはねる ななめにうつ

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年
はねるはねる

すぐ上の横画より長い

とめるつきでない

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
2

月
末

日
締

切
―

　は一画で書くつき出ない間をあける

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

凄惨（せいさん） 　和（なご）

中学


